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カンヌ国際映画祭での上映後に喝采を浴びるカズオ・イシグロさんら=フランス・カンヌ 

 

 

 第 2次世界大戦後まもない長崎が舞台の映画「遠い山なみの光」が 15日、カンヌ国際映画祭で披

露された。英国のノーベル文学賞作家のカズオ・イシグロさんによる同名小説が原作。イシグロさんが朝日

新聞のインタビューに応じ、映画について「戦後 80年を迎える今こそ重要な作品だ」と語った。 

 

 映画は、大戦直後の長崎で暮らし、後に英国に移住した悦子の回想録。今年のカンヌ映画祭で、革

新的な映画を集めた「ある視点」部門に選ばれた。 

 15日の公式上映では、エンドロールが始まってすぐに大歓声に包まれ、観客から万雷の拍手が送られ

た。石川慶監督や、広瀬すずさんや吉田羊さんら出演陣、そしてエグゼクティブプロデューサーでもあるイシ

グロさんが、立ち上がって歓声に応えた。 

 

 原作は 1982年に刊行され、英王立文学協会賞を受賞した長編デビュー作。イシグロさんは長崎で

生まれ、幼少期に英国に移った。生まれた街の物語を書いた理由について、「自分の中にある日本の記

憶について整理したかった。当時の英国では日本はまだ敵国のイメージで、凍結した日本に対するステレ

オタイプをどうにかしたかったという思いもあった」と振り返る。 

https://www.asahi.com/news/gold.html?iref=com_gold
https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20250516000839.html


 

 小説では、戦争や原爆によって家族を失ったり、トラウマを持ったりする人たちが、傷を抱えながら未来に

希望を持とうとする。戦争の悲惨さではなく、復興に焦点を当てている。 

 「20代半ばだった執筆当時の私に、戦争の悲惨さを書く資格はないように思いました。一人の小さな人

間が制御しきれないような大きな出来事が一人ひとりに与える影響や、傷を抱えても自分の世界をより良

くしようという勇気によって人々が立ち直るプロセスについて書いた。そこに普遍性があると思います」 

 

映画を見て驚いた共通点  

 映画も小説と同様、戦争の悲惨さより個人の物語に主眼を置く。 

 原爆の投下や空襲の場面はない。人々が戦争によって受けた傷は、登場人物たちの会話を通じて表

現するにとどめる。登場人物たちは「希望」や「夜明け」「目覚め」といった言葉を口にして、長崎の復興を

願ったり、自分の人生を切り開こうとしたりする。 

 イシグロさんは「映画を見て驚いたことは、戦争の描き方や戦争の見つめ方が、私の小説と同じだったこと

です」と振り返る。 

 

 「私が小説を書いた 80年ごろに日本に住んでいた日本人は、戦争についてや、どうして原爆が落とされ

たのかを考えることが苦しかったはず。その点、英国にいた私は書きやすかったと思います。40代の慶さん

も、若い世代であるために戦争と距離を置けている」 

 大戦を経験した当事者の数は減っている。世界に目を向けると、核保有国同士のインドとパキスタンが

5月に軍事衝突するなど、核の脅威は今も現実にある。 

 

 イシグロさんは、「私の母も 2019年に亡くなりました。大戦の記憶を持つ人はそのうちゼロになる。すで

に、大戦が遠い昔の神話のようになり始めています」と危惧する。 

 

 「子どもや若者に関心を持ってもらえる、戦争を伝える新しい方法を探さなくてはいけません。恐ろしさや

怒りに満ちた伝え方ではなく、今後の世界に関連を持った伝え方が必要です。だからこそ、戦後の復興に

ついての映画を作ることが重要だと思っています」 

 映画は 9月に日本公開される。 

 


